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膜輸送体が支える生命システムの恒常性とその破綻
生命は、物質輸送を司る膜輸送体が脂質二重膜を隔てて作り出す分子の不
均衡分布により支えられている。トランスポーター・チャネル・ポンプは、こうした勾
配を形成し、生命システムの恒常性を維持する役割を果たす。このうち、SLC
（solute carrier）トランスポーターは500種類ほど存在し、生命を支える複
雑な輸送ネットワークを構成している。しかし、その多くの生理機能は未解明の
ままであり、病態との関連も十分に解明されていない。我々は、分子から細胞、
組織・臓器、個体といった様々な階層を対象に、分子の機能・構造解析から
マルチオミクスまで多様な手法を駆使して解析し、トランスポーターの基質を軸と
して階層間をつなぐことで、トランスポーターの生理機能や疾患における役割を
明らかにすることを目指してきた。本講演では、この多階層的アプローチにより
得られた具体的な成果として、腎機能の新規バイオマーカーD-セリンの輸送シ
ステム同定と遺伝性疾患シスチン尿症の分子病態解析を中心に紹介し、膜
輸送体研究が基礎生命科学から疾患理解、臨床応用にまで広がる可能性
を議論したい。
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